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インボイス制度は、消費税率の変更を伴わない増税策 

インボイス中止の運動をさらに広げよう！！ 
 ４月に入ってからも、税務署や取引先からインボイス登録の勧奨が続いていま

す。ニュースでもお伝えしていますが、インボイス制度は「消費税を納めなくてい

い免税業者を課税業者にさせて、消費税を払わなければならなくなる制度」です。 

 「納税額を売り上げの消費税の２割に軽減」や「１万円未満の取引はインボイス

不要」など、限定的で時限的な負担軽減措置でインボイスの害悪を消し去ることは

できません。 

自治体からも、反対の声 
 インボイス中止・延期を政府に求める意見書の採択 

は、昨年１２月末時点では、１４５自治体で採択され 

さらに増え続けています。埼玉県内でも、羽生市、本 

庄市、滑川町で採択されています。「公明党の市議が意 

見書案を提出」「保守を含む全会一致で請願採択」など、 

与党会派も無視できない状況が生まれています。 

実施中止をあきらめない運動を！ 
 インボイス実施が予定される１０月末まで半年を切り、インボイス発行事業者の

登録が強まる中で、当初の締め切りとされた３月末の登録は２６８万件、登録対象

と見込まれる１１００万者の２５％程度にとどまっています。 

 一方で、税理士が「ボイコット大作戦」を呼びかけ、インボイス登録の「取り下

げ」が２月末時点で３２００件を超えて広がるなど、 

「実施中止をあきらめない」動きも強まっています。 

 「今書くべきは、登録申請書ではなく、中止署名」 

「登録をした人も取り下げは簡単にでき、また登録し 

直しできる」と呼びかけて実施中止の道をこじ開けま 

しょう。５月から、インボイスの学習会を公民館など 

を利用して行っていきます。郵便やニュースで日程を 

お知らせしていきますので、仲間の業者にも声をかけ 

て、ぜひご参加ください。 
 

川越・東松山民商  民商だより 
 

 

編集後記 いっせい地方選挙が投開票され、全県的に自公と 

維新の会が議席を伸ばしました。一方で、特に川越市の投票率 

の低さが気になります。県・市議選挙どちらも投票率３４％台 

と３分の１しか投票に行っていないことになります。選挙を身 

近なものなんだという宣伝も大事だなと感じました。 

 

民商公式ＬＩＮＥ 

 

 

 

問い合わせは、民商までお気軽に 

 
問い合わせ・参加は、民商まで 

 

 


